
プロティノスの
「星は引き起こすかどうかについて」II-3-(52) 

1
1 星々の動きは、（地上の）
それぞれのものの上に起き
るであろうことを示してはい
るが、一般の人びとが想像
しているように、この動き自
体がすべての出来事を作り
出すのではないということ
は、

以前に他の個所で
述べられたし、そし
てその論は若干の
説得力をもってはい
たのだが、しかし今
ここでもう一度、より
詳細に、より精密に
論じる必要がある

5�なぜなら、真
実はこうだと考
えるか、ああだ
と考えるかは、
些細なことでは
ないからである

7�さて人びとの
言うところによる
と、惑星
（πλανήτης）
は動いている際
に他の事象

ーー貧
困と冨、
健康と
病気ー
ー

を作り出すばかりでな
く、醜さと美しさをも、ま
た最も重大なことには、
悪徳と美徳をも、そてま
たこれらから発する、そ
れぞれの状況における
いちいちの行為をも引
き起こすのである

11�だが、これ
ではまるで彼ら
（惑星）が人間
に対して、人間
が自身では全
然犯していない
不正のゆえに

ーーというの
は、人間は彼ら
によって現にあ
るような者とし
て仕立て上げら
れたのだからー
ー

怒ってい
るかの
ようであ
る

13�また彼らはいわゆる善いものを
（人間に）与えるそうだが、それは、
それをもらう人たちを彼らが愛する
からではなくて、その時、動いてい
る場所によって彼らが不機嫌であ
ったり、機嫌がよかったりするため
であり、また彼らが<要>に位置す
る時と、<傾く>時とで心変わりする
からでもある

セクストス・エンペイリコス
『占星術家に対して』
12-15によると、黄道上の
十二宮のうちで、各人の誕
生がまさに完了した時点に
次の位置を占める四星座
を、要（κέτρον：ケントロン
（中心、ラテン語で
cardo（枢軸）））と総称する

四つのケントロンについて、その時に東方水平線上で
昇りつつある星座を<ホーロスコポス>、中天にある星
座を<メスーラネーマ>、西方水平線上の星座を<デュ
ーシス>、中天の反対側つまり地球の反対側を<アン
ティメスーラネーマ>と呼ぶ。これら四つのケントロン
のそれぞれに先行する星座を<アポクリマ：傾き>、後
続する星座を<エパナフォラ：次昇>と呼ぶ。十二星座
は時計方向に、太陽と月と惑星は逆時計方向に進む

16�またもっとも驚くべきことは、人
びとの言うところによると、彼ら（惑
星）のあるものは邪悪であり、ある
ものは善良である（プトレマイオス
『テトラビブロス』I 5）のだが、それ
にもかかわらず、邪悪と言われるも
のが、善を施し、また善良なものが
劣悪なものに変じる、という点であ
る

20�さらに、彼らはたがいを眺め
合っている時と、そうでない時
とで、ちがった出来事を引き起
こすのだというが、これではまる
で、彼らが自主性をもたない
で、見ている時と、そうでない
時とで、別個の者であるかのよ
うである

惑星Aが惑星Bの位置する
星座から二番目、三番目、
四番目、あるいは六番目の
星座にいる時、AとBはだが
いを<眺める>と言い、その
座がアスペクト（視座）であ
る（プトレマイオス『テトラビ
ブロス』I 13）

22�しかもまた
彼らは、ある惑
星を見ている時
には善良で、別
の惑星を見てい
る時には性質が
変わるのだとい
う

23�そして、そ
の見る働きも、
ある<図形>で
行なわれるばあ
いと、別の<図
形>で行なわれ
るばあいとで、
ちがった性質の
ものとなる

ある星座から他の星座をみ
る角度を図形として呼ぶ。
ある星座から別の星座の位
置が二番目の場合は三角
形、三番目を四角形、四番
目を六角形、六番目を直径
をなすという(角度の単位と
図形の内角の関係が成り
立つのであれば修正が必
要)

25�また、すべての
惑星（の作用）が一
つに融け合うと、あ
たかも種々の液体
からなる融合物が
各成分とは異なる
ものとなるごとくに、
別種のものとなると
いう

27�さて、以上のこ
と、およびこの類い
のことを人びとは思
いなしているのであ
るが、そのひとつび
とつの点を吟味し、
論評するのが妥当
である

28�その適
切な出発点
は、次のも
のであろう

2
1 そもそもこれ
らの運行するも
のを、魂のある
ものと、それと
も魂のないもの
とみなすべきで
あろうか

2�というのは、もし一方これらが
魂のないものであれば、これら
は熱と冷たさを提供するだけの
ものにすぎないーーもし星には
冷たいものも幾つかあるとわれ
われが主張するのであれば（土
星は冷たい星とされたプトレマ
イオス『テトラビブロス』I 4,3）
だが

4�しかしこ
のばあいに
は、これらが
与えるもの
は、われわ
れの身体の
範囲内に限
られるだろう

5�つまり、何
か物体的な
ものがわれ
われへ運ば
れて来るだ
けである

6�したがっ
てまた、身
体上の差異
も、たいした
ものではな
いだろう

7�なぜなら、そ
れぞれの星から
のアポロエー
（流出物）は同じ
ものであるし、し
かもまた地上で
一つに混ざり合
うのであるから

8�したがって生
じるちがいは、
単に場所の差に
よるもの、つまり
距離が近いが
遠いかによるも
ののみである

10�その
際、冷たい
星も同様の
仕方でちが
いに対して
寄与するの
であろう

12�けれども、それらが人を知
者あるいは無知者にするのは、
またある人びとを文法学者に、
他の人びとを弁論家に、ある人
びとを琴弾きに、あるいはその
他の技芸の習熟者に、さらにま
た富者と貧者にするのは、いっ
たいどのようにしてなのか

14�またそ
の他、物体
の混合を原
因として生
じるのでは
ないすべて
のことを

15�たとえば、し
かじかの性質の
強大や父や息
子や妻をもつこ
と、そして当面
は成功して、将
軍や王となるこ
とを

17�他方、もし星々が魂の
あるものであって、選択に
よって（われわれの運命を）
作り出すのだとすれば、いっ
たい彼らは何をわれわれか
らこうむったから、われわれ
に対して故意に悪いことを
するのだろうか

18�しかも
彼らは神的
な場所に座
を占め、そ
して彼ら自
身も神的な
ものである
のに

19�というのも、人間がその
ために悪人となるようない
ろいろな事情は彼らにはな
いのだし、またわれわれが
よいめに会ったり、悪いめに
会ったりしても、そのために
彼らに善なり悪なりが生じ
ることは全然ないのだから

3
1 しかし、彼ら
（惑星）は故意
にではなくて、
場所と図形に強
制されて、これ
らのことをなす
のである

3�しかし強制さ
れるのであれ
ば、すべてが、
同じ場所や同じ
図形上にある時
には、同じ事象
を作り出さねば
ならないはずで
あろう

5�しかし実際には
獣帯（黄道）円周上
のある部分を通過
する時と別の部分
を通過する時とで、
一つの惑星が、いっ
たいどんなちがった
影響を受けるだろう
か

7�なぜなら、惑星は或
る宮そのものの内部に
入るのではなくて、それ
のはるか下方にいるわ
けだし、他方また、それ
がどの部分へ移動する
にせよ、とにかく天上に
いるわけである

9�というのも、ある惑星
が通過する部分ごとに
ちがう性質の者となり、
ちがった影響を与える
とか、<次昇する>時と
<要>にいる時と<傾く>
時とで別の者になると
いうのは、ばかげたこと
である

12�なぜなら、無論ある惑星が<要
>にいる時には快感を味わい、<傾
く>時には苦痛を感じたり、アルゴ
ス（不活発）になるというはずはな
いし、また別の惑星が<次昇する>
時には怒り、<傾く>時には温和に
なるとか、また惑星の一つは<傾く
>時にこそより善良になるというは
ずはないからである

15�なぜなら、それぞれの
惑星はいつでも、ある人び
とからすると<傾いて>いる
のに、他の人びとから見る
と<要>にあるし、またある
人びとからすると<要>にあ
る時に、他の人びとにとって
は<傾いて>いるのであるか
ら

17�そして同時
に喜びもし苦し
みもするとか、
怒りもし温和で
もあるというは
ずはないだろう
から

19�また、惑星のあ
るものたちは<入没
する>時に喜び、他
のものたちは<昇っ
ている>時に喜ぶと
いう説も、どうして
不条理でないだろう
か

20�なぜな
ら、このばあ
いにも、同
時に苦しん
で喜ぶとい
うことが帰
結するのだ
から

21�それか
ら、かのもの
たちの苦し
みが、なぜ
われわれに
悪いことを
する原因と
なるのか

23�しかし、そもそも苦しむ
ということや、折にふれてだ
け喜ぶということを、惑星に
認めるべきでなくて、彼ら
は、彼らが所有する善と、
彼らが見る光景のために、
喜びながらつねに心和らい
でいるのだと考えるべきで
ある

25�なぜなら、
それぞれの惑
星の生は独立し
ていて、各自の
活動の内にそれ
ぞれにとっての
幸福があるから
である

26�そしてこ
の幸福は、
われわれと
は無関係の
ものである

26�また、われ
われと交渉のな
い生きもののば
あいにはとりわ
け、その働きは
付随的なもので
あって、本来の
目的ではない

27�否、そもそも彼
らの働きは、われわ
れとはかかわりのな
いものである、もし
あらわし示すこと
が、鳥たちのばあい
と同様に、付随的な
ものにすぎないとす
れば

4
1 また、ある惑
星がある惑星を
<見る>と喜び、
ある惑星がある
惑星を<見る>
とその逆である
という点も、不
条理である

2�なぜな
ら、彼らの間
にどのよう
な、あるいは
何に関し
て、敵意が
存するだろ
うか

4�また、なぜ三
角形で見る時
と、相対して、あ
るいは四角形で
見るときとで、
異なる作用を及
ぼすのだろうか

5�また、ある図
形を成す時には
見て、次の宮に
移った時には、
いっそう近づい
たわけであるの
に、なぜ見ない
のか

6�全般に惑星
たちが作り出す
と言われる事象
を、彼らはどの
ような方法で作
り出すのだろう
か

6�どのよう
にして、そ
れぞれの惑
星が別々に
事象を作り
出すのか

7�そしてま
た全部が一
緒になって
ちがう合成
された事象
を作り出す
のは、いった
いどのように
してなのか

8�というのも、むろん惑星たちはた
がいに協定を結んでから、それぞ
れが自分の働きの一部分を提供し
て、彼らがこうするのがよいと決め
たことを、われわれに対して行なう
のではないだろうし、またある惑星
のわれわれへの贈与を、他の惑星
が力づくで妨害するわけでもない
だろう

12�また、ある惑星は別の惑星
の両分に入ると喜ぶけれども、
後者は前者の領分に入るとそ
の逆であるという説は、ちょうど
だれかが、二人の人間が愛し
合っていると前提したうえで、
一方は他方を愛するが、逆に
後者は前者を憎むと言うばあい
と、どうして似ていないだろうか

5
1 また人びとは、ある惑星
は冷たくて、われわれから
もっと遠方にいる時には、わ
れわれに対して、より善い
星になると言うが、これはそ
の星のわれわれに及ぼす
悪が冷たさに存すると考え
るからである

2�しかしそれな
らば、反対側の
諸宮にその星
がいる時には、
われわれに対し
て善い星である
はずであろう

5�また、冷たい
惑星が熱い惑
星（火星）と相
対する時には、
両星とも恐ろし
いものになると
言うが、むしろ
融合が起きるは
ずであろう

8�また、ある惑星（土
星）は昼を喜び、暖めら
れると善い星になるが、
ある惑星（火星）は火の
類のものであるので、
夜を喜ぶと人びとは言
うが、これではまるで惑
星にはいつも昼が

ーーつ
まり光が
ーー

あるのではないか
のようであり、また
後者が、地球の影
の届く範囲よりずっ
と上方にいるにもか
かわらず、夜の帳に
包まれることがある
かのようである

10�また、月は満月
の時にある惑星（土
星）と会合すると、
善い星であるが、欠
けている時に（会合
すると）悪い星であ
るということだが、も
しもゆるされるとす
れば、むしろその逆
が真であろう

13�なぜなら、月がわれわれか
ら見て満ちている時には、あの
惑星から見ると、この星は月の
上方にいるので、月はあちら側
の半球面では光を欠いて暗い
だろうし、またわれわれから見
て月が欠けている時に、あの惑
星からすれば満月であるだろう

15�したがっ
て、月は欠
けている時
に、反対の
働きをする
はずである

16�その
時、月は光
に満ちてあ
の惑星を見
ているのだ
から

17�要するに、月がどうあろうと
も、月の反面はいつも照らされ
ているのだから、月自身には何
のちがいも起きないだろうが、
しかし他方の星（土星）には、人
びとの言うところでは、この星
は暖められるのだから、あるい
は何ほどかのちがいが生じるだ
ろう

19�けれど
も、それが
暖められる
のは、月が
われわれか
ら見て暗い
時である

20�月は光を欠
いて暗い時に、
あちらの惑星に
対しては、善い
星であり、あちら
に対しては満月
なのである

22�［また（新月
の）月のわれわ
れに向いた側
は、地上のもの
に対しては暗黒
であるが、上方
のもの（土星）を
苦しめはしない

しかし、上方の
ものは遠方にあ
るために、月に
助力しないの
で、（月と土星
の会合は）より
悪いように思え
るのである

他方、満月
のときには、
あの星が遠
方にあって
も、月だけ
で下方のも
のには十分
である

また、火の
類の星（火
星）に対して
は、月は、わ
れわれから
見て暗い時
に、よい星
であるとみ
なされてい
る

なぜなら、
あの星は自
己自身に対
して適当で
ある以上に
火的である
のだが、月
がそれを和
らげるから
である

また、かの所で
動き進む生きも
のたちの身体
は、あるものは
他のものよりも
比較的熱く、あ
るいは比較的熱
くはないが、ど
れも冷たくはな
い

場所が
そのこと
を証言
している

また人びとがゼ
ウスと呼ぶ星
（木星）は、ほど
よく調合された
火で出来ている
し、暁の明星も
そうである

だからこの二星は、性質が似て
いるのでたがいに和合的だと
思えるのだが、他方、火の星と
呼ばれるものに対しては、調合
の点で、またクロノス（土星）に
対しては、これが遠方にあると
いう点で、先の二星はよそよそ
しい関係にあるように思えるわ
けである

またヘルメス
（水星）は、すべ
ての惑星に対し
て中立であり、
どの星にでも自
分は似せると思
われている

しかし、すべて
の星が全体に
対して貢献して
いるのであり、
その結果また、
全体を益すると
いう仕方で、た
がいをも益して
いるのである

ちょうど一個
の生きもの
において、
各部分がそ
うしているこ
とが観察さ
れるように

というのは、
各部分は、
とりわけそ
のことのた
めに存在し
ているのだ
から

たとえば、
胆汁にして
も、全体と
近辺のもの
とを（益する
ためにある）

なぜなら、胆汁
は気概を呼び
起こすとか、全
体および隣接部
分が法外なこと
をするのを許さ
ないという責務
を負っているの
だから

だから完全無欠な
い着物の内にも、何
かそのようなもの
や、快適さにかかわ
るものが必要だった
のであり、またある
部分は目でなけれ
ばならなかったので
ある

そしてすべ
てのもの
は、たがい
に対応して
いることによ
って、たがい
に感応する

この仕方
で、すべて
のものは一
つのもので
あり、一つの
調和なので
ある］

43�とすると、これら
（惑星とその位置関
係）がアナロギア
（対応関係）に基づ
くところのしるしで
ないということが、ど
うしてありえようか

6
1 また、人びとがある惑星をアレス（軍
神）、あるいはアプロディテと定めて、この
二星は、しかじかの位置関係にある時に
は、姦通を行なわせると解くことは、まるで
人間たちの放縦な行為によって、彼らがた
がいの間で求め合うものに関して、彼らが
堪能させられるかのようで、どうしてこれが
ひどい不条理でないだろうか

5�また、彼らのたがい
の眺め合いは、ある仕
方で眺め合うのであれ
ば、甘美であるが、彼ら
が思いを遂げることは
一度もないという説を、
どうして受けいれること
ができようか

ーーというの
は、魂は始原の
地位を得ている
ので、すべての
ことを（自分か
ら）行なうのであ
るがーー

8�また、数えきれな
い無数の生きもの
が生まれつつあり、
存在しているのに、
そのおのおののた
めに、いつも何か次
のようなことを惑星
たちがなしとげてい
る

ーー名声を与え
たり、富ませた
り、貧しくした
り、放縦にした
り、それぞれの
者の活動を自
身が仕上げて
やったりーー

とすれば、
彼らの生活
はなんとい
うものであろ
うか

11�あるい
はまた、これ
ほど多くのこ
とを行なうこ
とが、どうし
て可能だろ
うか

12�また、宮が上昇するのを待って、そ
の時初めて惑星たちが（個人の運命
を）作り出すということ

13�そしてそれぞれの宮が昇っていた
度数に応じた年数だけ各人の寿命が
あるということ

14�だから惑星達は、自分が（各人の
死を）引き起こす時を、いわば指折り数
えて待っており、その時期が来るまで
は引き起こすことはゆるされないという
こと

15�また総じて、どのような一つの者に
も治める権能を与えないで、一切をこ
れらに委ねて、あたかも

16�「一つの者が支配していて、世界は
これから自己を分離したのだが、この
一つの者はそれぞれのものに、それぞ
れの本性にしたがってそれぞれの仕事
を完遂し、それぞれの活動を行なうこ
とをゆるすが、しかしその際にもやは
り、それぞれのものはかの一つの者に
協調しているのだ」ということを否定す
るかのようであること

ーーこれらは、世界
を解体させる者、宇
宙の本性を知らな
い者、つまり宇宙に
は一切のものにま
で力を及ぼす始原
と第一原因があるこ
とを知らない者の論
である

7
1 しかしこ
れら（惑星）
が

ーー他の多くの
ものもまた将来
のことを示し得
るとわれわれは
言っているのだ
が、それと同様
にーー

将来のこと
をあらわし
示すのであ
れば、その
ようにさせる
原因は何だ
ろうか

3�またその
秩序はどの
ようにして
生じたのか

3�というの
は、個々の
事象が秩序
正しく起きる
のでなけれ
ば、事象が
示されること
は不可能だ
ろうから

5�そこ
で、こう
考えて
みよう

5�天にいわ
ば文字がい
つも書かれ
つつあるの
だと、あるい
は一度書か
れたものが
動いている
のだと

6�そしてこれらの文
字は何か別の仕事
をしているのだが、
しかしこの仕事に、
それらの文字による
（将来の出来事の）
表示が付随するの
だとしてみよう

7�それはちょうど、
一個の生きものは
一つの始原によって
統制されているの
で、ある生きものの
ある部分から他の
部分のことを人が
読み取ることができ
るようなものである

9�というのは、だれかの
性格にしても、その人
の目を、あるいは身体
のその他の部分を見る
ことによって、人はそれ
を知り得るだろうし、ま
た危険や救いについて
も知り得るだろうから

11�ところ
で、かのも
のたちも（世
界の）部分
であり、われ
われもまた
部分である

12�だから、
一方によっ
て他方を
（知りうる）

13�すべてのも
のは表徴で満
たされており、
あるものから他
のものを読みと
る人は、いくらか
賢い人である

13�ただし、多く
の表徴はすでに
世間に普及して
いて、だれにで
も分かるものな
のだが

14�では次
に、一つの
全体的秩序
とは、どのよ
うなものか

14�というのは、このような
ものが存在するのであれ
ば、鳥その他、それによっ
てわれわれが個々の出来
事を読みとるところの生き
ものによる占いにも、道理
があることになるだろうから

16�さて、そ
れでは（説
明しよう。）
一切のもの
は、たがい
に結びつい
ていなけれ
ばならない

17�そして、単に一
つの個体の内にの
みでなく、はるかに
それ以上に、そして
より先に、世界の内
にこそ、一つのシュ
ンプノイア（呼吸を
合わせること）

ーーこれは
まことに適
切な表現で
あるーー

がなけ
ればな
らない

18�そしてただ一つ
の始原が、一で多
である生きもの（世
界）を、すべてのも
のから成る一つのも
のを作り出したので
なければならない

20�そして（地上の）個々の
生きものの諸部分は、それ
ぞれが何か一つの仕事を
受け持っているように、その
ように世界（天）の内にある
ものたち（星々）も、それぞ
れが仕事のそれぞれを分
担しており、その程度は

ーー後者
（星々）が単
に部分であ
るばかりで
なく、それぞ
れが全体で
あり、より大
きくもあるだ
けにーー

前者（地上
の生きもの）
のばあいよ
りももっと大
きい

23�さて、そこでそ
れぞれのものは、一
つの始原から出発
して、自己の仕事を
行ないながら進ん
で行くのだが、その
際たがいに助け合う
のである

24�なぜな
ら、それぞ
れのもの
は、全体と
縁が切れて
しまってはい
ないのだか
ら

25�だからこそ、ま
たそれぞれが働き
かけもするし、他か
ら働きを受けもする
し、他のものがやっ
て来て苦痛あるい
は快楽を与えもする
のである

26�また、それ
ぞれのものが進
んで行く仕方
は、でたらめで
はなく、偶然的
な出会いによる
のでもない

27�なぜなら、こ
れらの出会った
ものたちから何
か別のものが生
じ、さらに順々に
別のものが、自
然にしたがって
生じるのだから

8
1 だから魂
もまた、自
分の仕事を
果たそうと
発意して

まっすぐに
歩みもすれ
ば脇道へそ
らされること
もあるだろう

3�そして、
世界の内で
行なわれた
ことに対して
は、公正な
報いが伴う

4�さもな
ければ、
世界は
崩壊す
るだろう

5�しかし世界
は、支配者の定
めた秩序と彼の
力によって全体
がいるも矯正さ
れているので、
永久に存続する

6�そして星々もま
た、彼らは天の小さ
からぬ部分である
ので、全体に対して
強力するし、また
（将来の出来事を）
あらわし示すために
も、さんぜんと輝く
のである

8�かくて星々は、感
覚界にある限りのす
べての事象をあら
わし示すのだが、彼
らが行なうのは別
の、彼らが明瞭に行
なっている仕事（光
と熱を地上へ与え
るなど）である

10�他方われわれは、われわれが
世界の雑多のなかでつまずかない
限りは、魂のもつ仕事を本性にした
がって行なっているのだが、つまず
いたならば、公正な報いとして、そ
のつまずきそのものと、後日もっと
悪い運命に合うことをこうむるわけ
である

14�だが、
冨と貧困
は、外的諸
条件の偶然
的出会いに
よるものに
すぎない

15�では
徳と悪
徳はどう
か

15�徳は魂
の古い部分
によって生
じ、悪徳は
魂の外的条
件との偶然
的な出会い
によって生
じるのだ

16�しかしこ
れらについ
ては、すで
に他の個所
で述べられ
た

9
1 むしろ今は、われわれは
あの紡錘を想起してみる
と、太古の人たちの考えで
は、モイライ（運命の女神た
ち）がこれで紡ぐのだが、プ
ラトンによると、この紡錘
は、回転する惑星の天球と
恒星の天球を意味する

2�そしてモイライと母で
あるアナンケ（必然）が
この紡錘を回し、各人
の誕生に際して（運命
の糸を）紡ぐのであり、
生まれるものはそれを
介して生を受けるので
ある

『国家』X616c�以
下で述べられてい
る紡錘で、運命の
女神たちがこれを
回して、宇宙を（天
球）を回転させる。
そして、これによっ
て各人の運命は変
改できない必然的
なものとなる

7�また、『ティマイオス』では、
制作者である神は「魂の始原」
を与えるにとどまり、運行する
神々が「恐ろしい、不可避の情
念」を、つまり「怒り」と欲望、さ
らに「快楽と苦痛」、そしてこれ
らの情念がそこから発するとこ
ろの「別種の魂（『ティマイオス』
69c）」を作り出すのである

10 つまり、これらの論
は、われわれは魂を
星々からもらって来るの
だとして、われわれを
星々に縛り付け、またこ
の世界にやって来る際
にわれわれを必然的に
従属させるのである

11�したがって、わ
れわれの性格もま
た、彼ら（星々）から
来るわけだし、性格
に基づく行為と情念
的な性向から起き
る情念もそうである

14�では、結
局「われわ
れ」として何
が残されて
いるのか

14�それは、
われわれが
真実にそれ
であるところ
のものであ
る

15�自然が
情念を支配
する力をそ
れに付与し
たところの
「われわれ」
である

15�というのも、肉体の
本性を介して、これら
（地上の）諸悪の内に巻
きこまれたわれわれに、
それにもかかわらず「主
人をもたぬ徳(『国家』X 
617e)」を神は与えら
れたのだから

18�なぜなら、徳が
必要なのは、安穏
である時のわれわ
れにではなくて、徳
が現前していなけ
れば悪に陥る危険
のある時だからであ
る

20�だからこそ、またわれわ
れは「ここから逃げ出す
（『テアイテトス』176e）」べ
きであり、われわれ自身を
付着物から「分離する（『パ
イドン』67c）」べきであり、
複合物つまり魂のはいった
肉体であってはならないの
である

21 この複合物にお
いては、魂の何か
痕跡を手に入れた
肉体的本性が優勢
であって、そのため
にこの共同生活は、
より多く肉体に帰属
するのである

24�なぜな
ら、この共同
生活に属す
るものはす
べて肉体的
なものなの
だから

25�しかし、他
方の、（肉体の）
外にある魂に
は、上方のも
の、美しいもの、
神的なものへと
向かう運動が備
わっている

26�そしてだれもこれらを支配する
ことはできないが、しかし人は、か
のものとなるために、そして引きこ
もって（アナコーレーシス：引きこも
り）、かのものにしたがって生きるた
めに、利用するか、さもなければこ
の魂から離れてひとりぼっちにな
り、運命の内で生きるか、どちらか
である

29�そして後のばあいに
は、星々が彼に（運命
を）あらわし示すだけで
なく、彼自身がいわば
（この世界の）一部分と
なって、自分がそれの
一部分であるところの
全体について行くので
ある

31�というのは、
各人は二重のも
のであって、そ
の一方は二つ
のもの（魂の痕
跡と肉体）が合
体した或るもの
で、他方は自己
自身である

32�そして、宇宙全体もま
た、一方は身体と、身体に
縛り付けられたある種の魂
とから成り立つものであり、
他方は世界の魂で、これは
身体の内にあるのではなく
て、身体の内の魂を照らし
て痕跡を与えている

33�また太陽に
しても、その他
の天体として
も、同じような
意味で二重的
なものである

35�そして彼らは、他方の、つまり清ら
かな魂に対しては何も悪い影響を及ぼ
さないが、彼ら（天体）が世界の一部分
であり、魂をもつとはいえ物体である限
りにおいては、彼らから出て世界の内に
生じるものは、これは、物体である部分
である彼らが、他の部分に与えるもの
である

38�しかし、そ
の星の志向と、
真にその星野も
のである魂は、
最善のものへと
向けられている
のである

38�しかし、そ
の星の志向と、
真にその星野も
のである魂は、
最善のものへと
向けられている
のである

そして、そ
れに付随し
て、その他
の事象がそ
の星に起き
る

40�というよ
りもむしろ、
その星自身
にではなく
て、それの
周辺に（起
きる）

40�たとえ
ば、火から
出る熱が全
体へ広がる
ばあい

41�またもし
かしたら、あ
る（星の）魂
から同族の
別の（星の）
魂へ何かが
及ぶことも
あるだろう

44�しかし、
いとわしいこ
とは混合の
ために起き
るのである

44�なぜな
ら、たしかに
この世界の
本性は「混
ぜ合わされ
た（『ティマ
イオス』
47e）もの」
なのだから

45�そして、もし
だれかがこの世
界から、分離可
能な魂を分離
するならば、そ
の残りはたいし
たものではない

46�だから、か
の魂が含められ
たばあいには世
界は神である
が、残りは、彼
のことばでは、
「偉大なダイモ
ーン（『饗宴』
202d）」である

47�そして、
それの内で
起きること
はダイモー
ン的である

10
1 しかしそうだとすると、（星々が）あら
わし示すことは、今でも認めなければ
ならないが、他方（星々が地上の事象
を）作り出すことは、全面的には、また
星々のすべてに対しては認めるべきで
なくて、世界の諸情態に関してのみ、
そして星々の残りである限りのものに対
してのみ、それを認めるべきである

4�そして一方で
は、魂は生成す
るものの内にや
って来る以前で
も、何かを自分
から背負ってい
たことを認めね
ばならないが

ーーなぜなら、
何か大きな情
念的なものをも
たない限り、魂
が肉体の内に
入ることはない
だろうからーー

他方また、
（肉体に）入
る際の魂が
偶然に左右
されること
も、認めな
ければなら
ない

7�運行にし
たがって肉
体に入るの
であるから
（この節は後
人の傍注の
説がある）

8�また、こ
の運行その
ものも（地上
の出来事
を）引き起こ
すことを認
めねばなら
ない

8�それは世界に
強力していて、
世界が成就す
べきことを、そ
れ自身から（自
発的に）行なっ
ているのだから

9�その際、運行
するをれぞれの
もの（星）は、
（世界の）部分と
して役割を演じ
ているのである

11
1 また、次
の点も考慮
にいれなけ
ればならな
い

1�それは、かの者
たち（星々）から出て
来るものが、それを
受けとる者の内に
入る際には、かの者
たちから出た時のま
まの性質ではなくな
っている、ということ
である

2�たとえば、火がやって来るばあい、ここでは薄ぼんやりし
たものとなるし、友愛的な気質がやって来るばあい、弱々
しくなって、受けとった人の内部では、非常に美しいとはい
えない愛情を生み出すし、また気概にしても、受けとる人
が勇気ある者となる程度に適度にそれにありつかないばあ
いいは、激しやすさか、気概のなさを生み出すのだし、ま
た栄誉を愛し、美しいものをめざす性向が、美しいと見え
るだけいのものへの欲求を生み出すし、また英知の流出
が、悪質さを生み出すのである

14�というのは、
悪賢さもまた英
知であることを
欲しているのだ
が、力が及ばな
いで、望みのも
のに達しえない
のである

16�このように、
これらのおのお
のは、われわれ
の内部に入ると
悪いものとなる
が、かの所（星）
ではそうでない

17�というのも、来たもの
は、かの所のものそのまま
でないばかりか、これらがさ
らに、物体とも、素材とも、
たがい同士とも混じり合う
ために、来た時の性質のま
までとどまることすらないか
らである

12
1 しかもまた、（星々から）出て
来るものは、（地上で）ひとつに
合するのであって、生まれるも
のはそれぞれが、この混合物
から何かを取り込んで、その結
果、すでに何かであるものが、
さらに何らかのものとなるので
ある

4�というの
は、星から
来るもの
は、馬を作
るのではな
くて、馬に何
かを与える
のである

5�なぜな
ら、馬は馬
から、人は
人から生ま
れるのだか
ら

5�なぜな
ら、馬は馬
から、人は
人から生ま
れるのだか
ら

4�その
発端は
これ

5�太陽はこの形
成に協力するだ
けであり、人は
人の原理から生
まれるのである
（アリストテレス
『自然学』II 2, 
194b 13）

7 しかし、外
からの影響
も、時に害
あるいは益
を与える

7 というのは、
なるほど人はそ
の父親に似てい
るけれども、し
ばしばすぐれて
いたり、時には
劣った者となる

9�が、いず
れにせよ、
外的事情が
その基本的
な枠からは
み出させる
ことはない

10�ただし時に
はまた、自然の
代わりに素材が
優勢となって、
その結果、形相
が打ち負かさ
れ、不完全なも
のが生まれるこ
ともある

13
1 さて、ある事物は運
行からも生じるが、ある
事物はそうでないの
で、次に、一般に個々の
事物はどこから来るの
かを区別し分類しなが
ら説明しなければなら
ない

4�この世界
は、実に魂
がこれをロ
ゴス（原理）
によって治
めているの
だが

ーーそのありさまはちょう
ど、個々の生きものの内に
始原があって、これによって
その生きものの各部分は形
成されもするし、各部分が
それの部分である全体に合
わせて配列されもするのと
同様であるーー

一方、世界全体
の内にはすべて
の事物があるけ
れども、他方、
部分の内には、
各部分の分量
だけのものしか
ない

9�だから、外か
らやって来るも
のは、そのある
ものは（個体の）
本性の意志に
反するものであ
り、あるものは
有益なものであ
る

10�しかし全体
に対しては、す
べてのものがこ
れの部分である
のだから、すべ
てのものがこれ
に配属されてい
るのである

11�なるほどそれぞれ
のものは、現にもってい
る本性をもつが、それ
にもかかわらず、それぞ
れの固有のホルメー
（ὁρμή：衝動）によっ
て、世界の全体的生活
の充実のために貢献す
るのである

14�さてそこで、こ
の世界に存在する
もののうちで、まず
無生物は、全くの道
具であり、いわば外
から押されて働きか
けるものである

15�次に魂
をもつもの
は、そのうち
のあるもの
は定まりなく
動く性質を
もつ

ーーそのありさまはまる
で、車につながれた馬
たちの、御者が走行す
る道を彼らに指示する
以前の、情態さながら
である。なぜなら、これ
らは「鞭で飼われている
（『クリティアス』109b-
c）のだからーー

が、他方、
理性的な生
きものの本
性は、それ
自身で御者
をもっている

18�そして、そ
れが術を心得
た御者をもつな
らば、まっすぐに
進むが、そうで
ないならば、し
ばしばでたらめ
に進む

20�だが、こ
の両者とも
世界の内に
置かれてお
り、全体の
感性に寄与
しているの
である

21�そして彼らのうち
の、より偉くて位階のよ
り高い者たちは、受動
的な役割よりも、より多
く能動的な役割を果た
して、多くの偉大なこと
を行なって、全体の生
活に寄与する

23�しかし、
ある者たち
は、働きか
ける力をわ
ずかしかも
たないで、
終始受ける
だけである

24�またこの両者の
中間の者たちは、
他からも働きを受け
るが、多くのことに
働きかけ、多くのこ
とにおいて、行為と
働きとに対する始原
を自己自身の内に
もっている

27�そこで
世界は、次
のような仕
方で、完全
な生命とな
る

27�すなわち、
まず最良のもの
たちは、それぞ
れの内に最良
のものが含まれ
ている限りにお
いて、最良の活
動を行う

29�そしてこれ
を、あたかも兵
士たちを将軍に
服従せしめるか
のように、指導
者に服属させね
ばならない

30�まさにこの
ような者たち
が、英知的な本
性を希求する
「ゼウスに付きし
たがう（『パイド
ロス』246e）」と
言われるのであ
る

31�次に、も
っと劣る本
性のものた
ちは、世界
の内で第二
位の活動を
行う

32�ちょう
ど、われわ
れの魂の内
で第二位の
部分が（第
二位の活動
をする）よう
に

33�またそ
の他のもの
も、われわ
れの内の諸
部分に対応
して（活動す
る）

34�というの
は、われわ
れにおいて
も、すべて
の部分が等
しくはない
のだから

35�さて、そ
こですべて
の生きもの
は、世界の
全体的原理
にしたがっ
ているわけ
である

35�天界のすべ
ての生きもの
も、その他この
世界全体の何ら
かの部分となっ
ているすべての
ものも、そうであ
る

36�そして部分のい
かなるものも、たと
え大きな部分であっ
ても、これらの諸原
理を、あるいは諸原
理にしたがって生じ
るものを、取り替え
る力をもってはいな
い

39�ただし両方
向に、つまり、よ
り劣ったものに、
あるいはよりよ
いものに変容さ
せることはでき
る

40�固有の
本性から逸
脱させること
はできない
のだが

41�ところで、より劣ったものと
する仕方は、肉体を弱くさせる
とか、それ（星など）と共感的
で、それによって下方へさし向
けられた魂の劣悪さの付随的
な原因となるとか、あるいは肉
体の成り立ちを劣悪にすること
によって、魂の肉体への働きか
けを妨害する

ーーちょうどリュ
ラ琴がうまく調
律されていない
ので、精確な調
べを出せない
で、音が音楽的
でないようにー
ー

とかで
ある

14
1 では貧困
と冨と名声
と権力につ
いては、どう
か

2 もし冨が父親から受け継が
れたのであれば、星々は彼が
富むことをあらわし示しただけ
であり、それはちょうどまた、血
統のより人たちから生まれて、
家系ゆえに栄誉をもつ者を血
統のよい者として、星々が単に
示しただけであるのと同じこと
である

5�他方、もしその冨
が、彼の男らしい勇
敢さから得られたの
であれば、そして彼
の肉体もそれに協
力したのであれば、
彼の肉体の力を作
り出したものも

ーーすなわち、
第一に両親、そ
れから、もし彼
の肉体がその
居住の場所から
何かを得たとす
れば、天界と大
地がーー

それに
寄与し
たわけ
である

8�また、もし彼
のその徳が肉
体の助けを借り
なかったとすれ
ば、大部分はそ
の徳のみに帰せ
られねばならな
い

9�そして報
いた者たち
の贈与も、
それに寄与
したわけで
ある

10�また与えた者たち
が劣悪であり、しかしな
がら公正に与えたので
あれば、彼らの内部の
最良の部分が活動する
ことによって、このこと
が起きたと言わねばな
らない

12�他方また、冨を得た者
が邪悪であったばあいに
は、その邪悪さと、それから
何であれその邪悪さの原因
となったものとが、（冨の）
主要な原因で、それに加え
て、与えた者たちも、同様
に、補助的な原因であった
と考えねばならない

15�またもしその冨
が、たとえば農作の
ような労苦から得ら
れたのであれば、
農夫自身に帰され
ねばならないが、環
境もまた協力者で
あったわけである

16�また、もし彼
が宝物を発見し
たのであれば、
世界に起因する
もののうちの何
かが手を貸した
と言わねばなら
ない

17�そしてこ
のばあいに
は、（星々に
よって）それ
があらわし
示されるの
である

18�なぜな
ら、すべて
の事象は例
外なく結び
ついている
のであるか
ら

19�だか
らこそ、
また例
外なく

20�次に、だれかが
冨を失ったばあいに
は、奪いとられたの
であれば、奪った者
に原因を、またこの
者の原因を、彼自
身の始原に帰さね
ばならない

21�また海
で、失った
のであれ
ば、その時
の事情が

23�次に名声は、正
当に得られたか、そ
うでないか、どちら
かであるが、正当に
だとすれば、当人の
業績と、それを賞揚
する人びとにおける
よりよいものとが

24�また正当に
得られたのでな
いならば、彼を
尊重する人びと
の不公正さに原
因を帰さねばな
らない

25�次に権
力について
も、同じこと
が言える

25�つまり、
それは妥当
な仕方で得
られたか、
そうでない
かである

26�そして前のばあい
だと、彼を選んだ人び
とにおけるよりよいもの
に、あるいは獲得に成
功した当人に、また後
のばあいには、仲間の
糾合とか、その他の何
らかの方法に原因を帰
すべきである

29�次に結婚につい
ては、選択か、それ
とも偶然と全体的
事情による巡り合わ
せ（シュンテュキア：
当人の意志によら
ない、めぐり合わ
せ）が原因である

30�また子
供が生まれ
ることは、結
婚の帰結で
ある

30�そして子供は、
何も妨害するもの
がなくて、原理にし
たがって形成される
か、それとも内部に
何か障害が生じ
て、より劣った状態
になるかである

31�そしてこのばあ
い、障害は妊婦自
身に由来するか、そ
れとも環境がこの
妊娠に合わないよう
な状態になっている
のである

15
1 ところでプラトンは、あの紡錘が
回り始める前に、まずくじを引かせ
（『国家』X 617d-e）、それから選
択の機会を与えて、その後で初め
て紡錘の内にいる者たちを助力者
として提供し、魂たちが自分で選
択したことどもを必ず成就するよう
に手伝わせた

4�そのうえ、
ダイモーン
も、それらが
成就される
ように援助
するのであ
る（『国家』X 
620e）

5�しかし
「くじ」は
何を意
味する
のか

5�それ
は、世界
がしかじ
かの

ーーつまり、
それぞれの
魂が肉体に
入った時
に、そうであ
ったようなー
ー

状態にあった時に、魂
が生まれること、この特
定の肉体に入ること、こ
の特定の両親から、こ
のような場所で生まれ
ること、一般に、すでに
述べられたような外的
事情を意味するのであ
る

誕生の
時に魂
が肉体
に入る

9�また、それぞれのものに
関しても、全事物に関して
も、すべての出来事が一つ
に結びついていて、いわば
織り合わされているというこ
とが、いわゆるモイライ
(μοῖρα:運命)の一人（クロ
ートー（織り姫））によって示
されている

11�また、
「ラケシス」
はくじをあら
わしている

11�そして絡み合っ
て起きるこれらの出
来事を、アトロボス
（曲がらぬもの）が
絶対不可避的に生
起せしめるのである
（『国家』X 617c, 
620d-e）

14�さて人間のうち
の或る者たちは、い
わば魔法にかけら
れたかのように、全
体からの影響と外
的事情に従属し、ほ
とんど、あるいは全
く彼ら自身ではない

15�しかしある人た
ちは、これらの事情
を制圧して、いわば
頭だけを上方へ、
外へ突き出すことに
よって、魂の最良部
分、魂的実体の最
古の部分を救って
いるのである

19�というのも、われわ
れは、魂は何なりと外
部からこうむることを自
己の本性としてもつの
だとは、そして、すべて
のもののうちで魂だけ
が固有の本性をもたな
いのだとは、決して信じ
てはならない

20�否、他
のすべての
ものにはる
かに先んじ
て魂こそ

ーー魂は始
原の地位を
占めている
のだからー
ー

自己の本性
にしたがっ
て活動する
固有の諸力
をもつので
なければな
らない

23�なぜなら、魂は
ウーシアー（実体）
なのだから、<有る
>をもつとともに、欲
求と行為とよい状態
への志向をもたな
いわけにはいかない
のである

25�さてそこで、一方両者の合
体物は、両方の本性から成り立
っていて、それに相応した性質
のものであり、それに相応した
働きをするのだが、他方ある魂
が自己を分離するばあいには、
分離した自己独特の活動を行
い、肉体のこうむることを自己
のこととはみなさない

人生訓の
ような章で
ある

27�この魂はす
でに、一方と他
方とは別々のも
のだということを
見てとっている
からである

16
1 しかし、混
じり合った状
態とは何で
あり、そうで
ない状態と
は何である
か

1�また、魂
が肉体の内
にある時に、
分離した部
分と分離し
ない部分と
は何である
か

2�また、一
般に生きも
のとは何で
あるか

3�これらは、
後にわれわ
れが別の出
発点から始
めて、探求
すべき問題
である

4�というの
は、この点
について、
すべての人
が同じ意見
をもっている
わけではな
いのだから

5�他方、今は、なお
引き続いてわれわ
れは、「魂が原理に
よってこの世界を治
めており」と上でわ
れわれが言ったの
はどういう意味であ
ったかを説明しよう

7�いった
いそれ
は、次の
ような意
味だろう
か

7�すなわ
ち、（世界）
魂はそれぞ
れのもの
を、いわば
一直線上に
作りだす

8�人間を、
次に馬を、
そして他の
生きものを、
また野獣す
らも

9�また
火と土
をもっと
前に

9�それか
ら、これらの
ものが出会
って、たがい
に滅ぼし合
い、あるいは
また益し合
うのを魂は
見ている

10�そして、これらのものの編み合わせと、後から次々
に起きる出来事とを魂はただ眺めるだけで、後続の出
来事に対しては全然何も寄与しないで、ただし最初に
作った生きものたちを新たに作るということだけは行な
って、これらの生きものがだがい同士の間でどんな目
に会おうとも成りゆきに任せる、という意味だろうか

13�それとも、われわれの言う意味は、魂はそのように
して起きる出来事の原因でもあるのだ、なぜなら魂に
よって生じたものたちが後続の出来事を作り出すのだ
から、ということであろうか

16�いやそれとも、ある特定のものが、ある
特定のことをする、あるいはこうむるという
こともまた、原理に含まれているのであっ
て、これらのことが起きるのは、でたらめに
でも偶然にでもなくて、必然的にそうなる
のだ、という意味だろうか

19�ではこ
のばあい
に、諸原理
がそれらの
出来事を作
り出すのだ
ろうか

19�いや、原理
は存在するけれ
ども、作り出すも
のとしてではな
く、認識するも
のとして存在す
るのだ

20�いやむしろ、
生産的な諸原
理をもつ魂こそ
が、自己のすべ
ての仕事から帰
結することを認
識するのである

22�というのは、
同じものたちが
出会い、同じ状
況が成立するな
らば、同じ結果
が生じることは
まったく当然で
ある

23�そこで魂は
それらを受けと
り、あるいは予
知して、その後
で起きることを
それらに結び付
け、つなぎ合わ
せる

25�つまり、
先行するも
のと、これに
絶対に後続
するものと
があるわけ
だ

26�そして、魂
はさらに後者
に、その次に起
きることを結び
つけ、これがも
っと後のことの
先行原因となる

27�ただし、
その時の状
況から可能
な限りで

27�おそらくこの
理由で、後のも
のはいつでも劣
るのであろう
（『ピレボス』
16c, セクストス
『自然学者に対
して』I 28）

28 たとえば人間でも、
昔の人と今の人とはち
がっているが、これは、
その間の隔たりと、その
時その時の必然的な事
情のために、諸原理が
素材の情態に譲歩する
からである

30�しかし、そうだとす
ると、魂はいつもちがっ
た事物を見渡している
わけで、自分の作った
ものがこうむる情態に
注意をずっと向けどおし
で、そのような生活を
送ることになる

33�作り上げたものに終
止符を打ち、それが永
久によい状態にあるよう
にと一度工夫をこらした
うえで、仕事への気遣
いから解放される、とい
うわけにはとてもいかな
い

35�それはまるで、だれ
かある農夫が種を撒く
か気を植えた後で、暴
風雨や長期間の霜や旋
風がもたらした被害を、
いつも修復しているよう
なものである

36�しかしこの説がばか
げているとすれば、では
われわれはこう言わね
ばならない、滅亡も、悪
徳に基づく所業も、（世
界魂によって）あらかじ
め認識されており、諸原
理の打に存在している
のだ、と

39�しかしもし
そうであれば、
諸原理が悪徳
をも作り出すの
だと、われわれ
は言っているこ
とになるだろう

40�ところが、もろも
ろの技術とその原
理の内には、失錯
も、その技術に反す
るものも、その技術
にしたがって生じた
ものの滅びも、含ま
れてはいない

41�もっとも、ここ
で、全体にとっては
何ものも自然に反し
ないし、また何もの
も悪ではない（スト
ア派の思想、SVF II 
1176等）、と反論
する人があるだろう

42�しかしそ
れにしても、
より劣るも
のと、よりす
ぐれたもの
とがあること
は、承認さ
れるだろう

44�ではどうだろう
か、より劣るものも
また全体への協力
者なのだ、そしてす
べてのものが美しい
ものであってはいけ
ないのだ、とすれば

45�現にたがいに相
反するものたちにし
ても、双方が感性に
寄与していて、これ
らなしにはコスモス
（宇宙）はありえない
のだから

46�なぜな
ら、個々の生
きもののば
あいにも、そ
うなのだか
ら

48�そしてよりすぐれた
ものは、原理がそれら
を強制し、形成するの
だが、そうでないものは
すべて、原理の内では
単に可能性として存在
するだけで。生じたもの
において初めて現実的
となるのである

50�というのは、もはやかの魂が作り出すとか、諸
原理を呼び動かす必要は全然なくて、既に、素材
が、先行する諸原理から受ける震動によって（『テ
ィマイオス』52e-53aに、素材は混在する四元素
により揺り動かされて、逆に四元素を揺り動かし、
これらをふるい分ける、とある）、それ自身から生じ
るものを、つまり、より劣ったものを作り出すのであ
るが、それでも素材は、よりすぐれたものを（作り
出すことを）めざすように統制されるのである

54�かくして、そ
れぞれ異なる仕
方で生じて、そ
れらすべてから
一つのもの（世
界）が成り立っ
ている

55�しかもまた
諸原理の内で
は、それらはさ
らに異なる仕方
で（存在する）

17
1 ところで、魂
の内にあるこれ
らの諸原理は、
ノエーマ
（νόημα：想
念、直知的）な
のだろうか

2�しかし、ど
うして魂が
想念によっ
て作り出す
だろうか

2�というのは、この
原理は素材の内で
作り出すのだし、そ
して自然的に作り出
すものは、直知する
働きでも、見る働き
でもなくて、素材を
造形する能力であ
る

5�この能力は何も
認識しないで、単に
作用するだけで、こ
れはいわば輪郭や
図形を、たとえば円
を、水に描くような
ものである

6�そしていわゆ
る植物的および
生殖的能力とは
別のものが、こ
の作用をこの能
力に行なわしめ
るのである

7�そうだとする
と、魂の主導的
部分が、素材の
内にある生殖的
な魂をあやつる
ことによって、
（事物を）作り出
すのであろう

9�では、こ
の部分は、
それ自身が
考量するこ
とによって、
あやつるの
だろうか

10�いや、考量
するのであれ
ば、他者に基づ
いてなのか、そ
れともそれ自身
の内にあるもの
に基づいてなの
か

11�しかし、そ
れ自身の内にあ
るものに基づい
てであれば、全
然考量など必
要としない

12�なぜなら、
そのばあいあや
つるのは考量で
はなくて、魂の
内で諸原理を
保持するものな
のだから

13�なぜなら、こ
のものこそ、もっ
と強力でもある
し、魂の内で、
作り出すことの
できる部分でも
あるのだから

14�したがっ
て、この部
分が形相に
したがって
作り出すの
だということ
になる

14�だから、魂
自身も、ヌース
（英知）からもら
って持っている
ものを与えるの
だ、と考えねば
ならない

15�かくして、まず英知
が世界の魂に（原理を）
与え、そしてこの、英知
のすぐ次の魂が、自分
の次の魂に自分のもと
から、この魂を照らし、
輪郭づけながら、与え
る

16�そして
後者が、い
わば命令を
受けたかの
ように、いよ
いよ作り出
すのである

17�しかし、この魂が作
り出す時に、あるものを
ば妨害されることなしに
作り出すが、しかし他の
ものをば妨害を受けて
より劣った作品として作
り出す

19�いかもこの魂は、作
る力を授けられたので
あり、第一次的でない
諸原理で満たされてい
るので、単に得たものに
したがってその通りに作
り出すだけでなくて、こ
の魂自身からも何かが
生じるであろう

21�そして、
これはもち
ろん、より劣
ったもので
ある

22�これは
生きもので
はあるが、
より不完全
で、自己の
生に不満を
もつ生きも
のである

23�なぜなら、こ
れは最劣等のも
ので、気むずか
しく、獰猛であ
り、より劣った素
材から出来てい
るのだから

25�この素
材は、先行
するものの
いわば澱
で、苦くて、
苦いものを
作り出す

25�というわ
けで、このよ
うな生きも
のを、この
魂自身もま
た、全体に
提供するだ
ろう

18
1 では世界の
内の諸悪が必
然的であるの
は、これらが先
行するものに付
きまとうからだろ
うか

2�いや、そうで
はなくて、もしこ
れらの悪がなか
ったならば、世
界が不完全で
あっただろうと
いう理由からで
ある

4�なぜな
ら、これらの
悪の大半
が、いや実
にすべて
が、全体に
対して利益
を提供する
のだから

5�たとえば
毒をもつ動
物がそうで
ある

5�ただし、
たいていの
ばあい、な
ぜ（有益）か
は、われわ
れに気づか
れないのだ
が

6�実際ほかならぬ悪徳でさえ
も、多くの利益をもたらすので
あって、多くの美しいものを、た
とえばあらゆる種類の技芸的な
美を作り出すことができ、われ
われが安逸に眠りこむことをゆ
るさないで、思慮をもつように
刺激するのである

10�さて、以上で述べら
れたことが正しいとすれ
ば、世界の魂は、直知
される本性と神とにいつ
もあこがれつつ、最良
のものたちを観照して
いるのでなければ成ら
ないが、

しかし他方、この魂が満たされ
て、いわば縁までなみなみと満
たされてしまった時に、この魂
から（溢れ出る）似姿が、これは
この魂の下方向への最末端部
分であるが、これ（生長や繁殖
などを司る植物的な魂）が作る
ものでなければならない

13�そこで、
これが最下
位の作り主
である

14�そしてこれの上
に、魂の第一次的
に英知から満たされ
る部分があり、さら
にこれらすべての上
に、制作者である英
知が存在する

15�この英知
が、それの後の
魂に与えたも
の、そのまた痕
跡が、第三の者
の内にあるわけ
である

18�だから、この
宇宙が似姿だと
言われる（『ティ
マイオス』29b,
92c）のは、もっ
ともなことであ
る

18�それは
つねに似姿
として作り
出されてい
るのだ

ーーその際、第一の者
と第二の者とは静止し
ているが、第三の者は、
それ自体は静止してい
るけれども、素材の内に
入っているので、付随
的に動くーー

なぜなら、
英知と魂が
ある限りは、
諸原理は魂
のこの相へ
流れこむだ
ろうから

21�あたか
も太陽があ
る限りは、そ
れのすべて
の光が（四
方へ流れ出
る）ように


